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第３章 本市の小・中学校の現状  
 

 
 
本市の学校教育の現状を明らかにするため，平成２９年度に策定した「第２次宇都宮市学校

教育推進計画前期計画」の指標に基づいて，策定前の平成２８年度と現在のデータの比較によ

り，計画の評価を行いました。（詳細なデータについては，「資料編」を参照ください。） 

 

前期計画の主な指標に基づく評価 

 

 基本目標１ 成長し続けるための基盤を培う  

 

① 全国学力・学習状況調査における中３生徒の正答率（国語，数学）の全国平均との比較に

おいては，全国平均を上回る状況にあり，児童生徒の学力が定着している状況が見られてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

１ 「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」の評価 

※令和２年度は，新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 

〔Ｐ〕 

目標値：＋1.8Ｐ

② 「学習に対して自分から進んで取り組

んでいる」に肯定的回答をした中３生徒

の割合は着実に増加しており，生徒は自

ら進んで学習に取り組んでいると考えら

れます。 

目標値：８５．８％ 

〔％〕 
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③ 「誰に対しても思いやりの心をもって

接している」に肯定的回答をした中３生

徒の割合は着実に増加しており，生徒は

思いやりの心をもって生活していると考

えられます。 

目標値：９５．０％ 
〔％〕 

④ 「自分やみんなのためになることは，つらいことでもがまんしてやろうとしている」に

肯定的回答をした中３生徒の割合は，令和元年度をピークに減少しており，生徒は困難を

乗り越えるために粘り強く取り組むことが難しくなっていると考えられます。 

⑤ 全小・中学校からの教育長奨励賞の申

請人数（延べ人数）は着実に増加してお

り，各学校において，認め励ます教育が

積極的に推進されている状況が見られま

す。 

目標値：１４，５６８人 
〔人〕 

⑥ 新体力テストの総合評価における

中３生徒の「（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）」

率は，女子は増加傾向にあるものの，

男子は減少傾向にあるなど，児童生

徒の体力向上に向けた取組が必要で

あると考えられます。 

男子目標値：４０．０％ 

女子目標値：５０．０％ 

〔％〕 

目標値：８８．２％ 

※「（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）」率 … 新体力テストの

総合評価は，A 段階から E 段階までとなってい

る。その総合評価について，上位の結果（A＋B）

となった生徒の割合から，下位の結果（D＋E）

となった生徒の割合を引いたもの。 

〔％〕 
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⑦ 「好き嫌いしないで食べている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合は着実に

増加しており，生徒は好き嫌いなく食事

をしていると考えられます。 

目標値：８８．０％ 

〔％〕 

⑧ 「将来の夢や目標をもっている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合はやや減

少しており，生徒が将来に対する夢や目

標をもつことが難しくなっていると考え

られます。 

目標値：８３．７％ 
〔％〕 

⑨ 「自分のよさを人のために生かしたい

と思う」に肯定的回答をした中３生徒の

割合は着実に増加しており，生徒は自分

のよさを人のために生かそうとしている

と考えられます。 

目標値：９０．３％ 

〔％〕 

⑩ 「グループなどの話合いに自分から進

んで参加している」に肯定的回答をした

中３生徒の割合は着実に増加しており，

生徒はグループなどの話合いに自分から

進んで参加していると考えられます。 

目標値：８５．３％ 

〔％〕 
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 基本目標２ 未来を生き抜く力を養う  

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 英検３級程度の英語力を有する中３生

徒の割合はほぼ横ばい傾向となってお

り，英語力の向上に向けた取組に課題が

見られます。 

目標値：５６．０％ 
〔％〕 

② 授業の半分以上を英語で行っている 
中学校教員の割合は着実に増加してお

り，生徒が英語を使ってコミュニケーシ

ョンを行う機会が増加しています。 

目標値：８２．６％ 

〔％〕 

③ 「宇都宮市の『よさ』を紹介できる」

に肯定的回答をした中３生徒の割合は着

実に増加しており，郷土愛の醸成が図ら

れていると考えられます。 

目標値：６５．８％ 

④ 「調べたことをコンピュータを使って

まとめることができる」に肯定的回答を

した中３生徒の割合は目標値を大きく上

回っており，デジタル機器の活用が進ん

だことにより，生徒の情報活用能力の育

成が図られていると考えられます。 

目標値：５６．２％ 

〔％〕 

〔％〕 
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⑤ 「お年寄りに感謝の気持ちをもってい

る」に肯定的回答をした中３生徒の割合

はほぼ横ばい傾向ですが，およそ９割の

生徒が肯定的回答をしていることから，

生徒は高齢者に対して感謝の気持ちをも

っていると考えられます。 

目標値：９２．５％ 

〔％〕 

⑥ 「社会で問題になっていることについ

て，どうすればよいかを考えたことがあ

る」に肯定的回答をした中３生徒の割合

は着実に増加しており，社会で問題にな

っていることに気付き，解決に向けて関

わろうとする生徒が増えていると考えら

れます。 

目標値：７８．４％ 

〔％〕 
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 基本目標３ 多様な児童生徒の状況に応じた指導・支援を行う  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  ② 不登校により年間３０日以上欠席した児童生徒の割合は増加傾向にあり，不登校児童生徒

の個々の状況に応じた指導・支援の充実が必要な状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③ いじめの認知件数（１，０００人あたり）は，中学校では減少傾向にあり目標値を達成し

ていますが，小学校では増加傾向にあり，目標達成には至っていない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

① 一人一人の教育的ニーズを把握し，実

態に応じた指導を実践している教職員の

割合は目標値を達成しており，教職員は

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握

し，実態に応じた指導を実践しています。 

目標値：９９．０％ 

〔％〕 

〔％〕 

中学校目標値：３．１９％ 

小学校目標値：０．４７％ 

中学校目標値：１３．０％ 

小学校目標値：６．３％ 

〔％〕 
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④ 中学校でのいじめの解消率は，ほぼ横

ばい傾向ですが，９割以上のいじめが解

消されていることから，いじめに対して

適切な対応ができている状況です。 

目標値：１００％ 
〔％〕 

⑤ 日本語指導において，初期指導段階の

児童生徒のうち，１年以上の日本語指導

を受け，初期指導段階から上昇した児童

生徒の割合は，目標達成には至っていな

い状況です。 

目標値：７５．２％ 
〔％〕 

⑥ 「学校は，活気があり，明る

く生き生きとした雰囲気であ

る」に肯定的回答をした保護

者，児童生徒の割合は，ほぼ横

ばい傾向ですが，およそ９割の

生徒が肯定的回答をしている

ことから，生徒は安心して学校

生活を送っていると考えられ

ます。 

目標値：９２．８％ 

〔％〕 

目標値：９５．０％ 

※「いじめ解消率」 … いじめが「解消してい

る」状態とは，少なくとも次の二つの要件が満

たされている必要があります。 
① いじめに係る行為が止んでいること（少

なくとも 3 か月を目安として相当の期間止

んでいる状態が継続していること） 
② 被害者児童生徒が心身の苦痛を感じてい

ないこと 

※ 対象者が少ない等の影響により，経年

比較が難しいことから，指標の設定を

見直す必要があります。 
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 基本目標４ 信頼される教職員を育て，学校のチーム力を高める  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 「教職員は，分かる授業や児童生徒に

きめ細かな指導を行い，学力向上を図っ

ている」に肯定的回答をした児童生徒，

保護者の割合は目標値を達成しており，

約９０％に達しています。教職員が分か

る授業やきめ細かな指導を行っていると

考えられます。 

目標値：８９．５％ 

〔％〕 

② 研究授業を年間４回以上実施した小・

中学校の割合は減少傾向にあり，目標達

成には至っていない状況です。 

目標値：８５．２％ 

〔％〕 

③ 「学校に関わる職員全員がチームとな

り，協力して業務に取り組んでいる」に

肯定的回答をした教職員の割合は若干減

少しており，目標達成には至っていない

状況です。 

目標値：９５．０％ 〔％〕 

④ 学校における働き方改革の一助となる

学校リフレッシュデーを月１回以上設定

している学校の割合は目標値を大きく上

回り，全ての小・中学校が設定していま

す。 
目標値：４７．２％ 

〔％〕 

※Ｒ１に指標を変更 
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 基本目標５ 地域とともにある学校づくりを進める  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

① 「学校は『小中一貫教育・地域学校園』

の取組を行っている」に肯定的回答をし

た保護者，地域住民の割合がおよそ９割

であることから，「小中一貫教育・地域学

校園」の取組が適切に行われていると考

えられます。 

目標値：９２．６％ 

〔％〕 

② 「学校は，家庭・地域・企業等と連携

して，教育活動や学校運営の充実を図っ

ている」に肯定的回答をした保護者，地

域住民の割合がおよそ９割であることか

ら，家庭・地域・企業等と連携した教育

活動や学校運営が行われていると考えら

れます。 

目標値：９５．０％ 
〔％〕 

③ 児童と園児の交流と教職員間の相互理

解の活動等を実施している学校の割合

は，新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けて大きく減少するなど，小学校

と幼児教育施設の教職員同士の相互理解

やカリキュラムの接続に向けた取組に課

題が見られます。 

目標値：９８．０％ 〔％〕 
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 基本目標６ 新しい時代にふさわしい教育環境を整える  

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜参考＞教職員の年齢構成 

 

現在勤務する教職員において最も割合が高い年齢層は５５～５９歳であり，令和２年度～６

年度に退職のピークを迎える状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市教職員の年齢構成（令和３年５月現在） 

① 学校のトイレの洋式化率は大きく増加

し，目標値を達成しています。快適な学

校施設の整備が推進されています。 
目標値：５５．０％ 

〔％〕 

② 「インターネットやパソコンを利用し

て，学習に関する情報を得ている」に肯

定的回答をした中３生徒の割合は大きく

増加し，目標値を達成しています。学校

のデジタル化が推進されていると考えら

れます。 

目標値：７２．０％ 

〔％〕 
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本市学校教育の基盤となる仕組みである「小中一貫教育・地域学校園」制度について，平成

２４年度の全市実施からこれまでの成果等を明らかにした上で，「第２次宇都宮市学校教育推進

計画後期計画」の基盤となる制度として関係を整理するため，令和３年度に制度の検証・見直

しを実施しました。以下は，制度の検証において，指標の状況や各地域学校園からの意見を基

に，各取組の状況を評価した結果の概要です。 

各取組の状況 

  制度における取組は各地域学校園において着実に実施され，小・中学校の連携による義務教

育９年間を通した系統的な指導や，地域の教育資源を活用した特色ある教育活動によって，次

のような成果が見られました。なお，以下は検証実施時の制度における基本方針に基づく視点

でまとめています。 

 学力保障について  

小・中学校が連携して学力向上を目指す取組が定着し，義務教育修了段階の生徒の状況に指

導の成果が顕著に表れています。また，教科等横断的教育活動（「宮・未来キャリア教育」「宮

っ子心の教育」「元気アップ教育」）において，４・３・２制を生かした指導が推進されました。 

〔中３生徒の各種調査結果〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「小中一貫教育・地域学校園」制度の評価 

「先生方の授業は分かりやすく，一人一人に
丁寧に教えてくれる」の肯定的回答の割合 

70.8

81.9

70

75

80

85

H23 R1

〔％〕 

「自分のよさを人のために生かしたいと思う」
の肯定的回答の割合 

86.6
89.5

80

85

90

95

H26 R1

〔％〕 

「誰に対しても，思いやりの心をもって 
接している」の肯定的回答の割合 

85.9

93.9

80

85

90

95

H23 R1

〔％〕 

「うつのみや元気っ子健康体力チェック」に
おけるＥ段階の生徒の割合 

4.2

1.7

0

2

4

6

H23 R1

〔％〕 

「好ききらいをしないで食べている」の 
肯定的回答の割合 

77.3

82.3

70

75

80

85

H23 R1

〔％〕 

「学習内容定着度調査」(数学)における 
正答率 50％未満の生徒の割合 

13.1

8

0

5

10

15

H23 R1

〔％〕 

.0 

「うつのみや学校マネジメントシステム」 

「学習と生活についてのアンケート」 「学習と生活についてのアンケート」 

「学習と生活についてのアンケート」 

「学習内容定着度調査」 

「うつのみや元気っ子健康体力チェック」 
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 学校生活適応について  

生活のきまりに関する小・中学校が連携し

た指導などにより，中１生徒の中学校生活へ

の適応が図られたとともに，小・中学生の交

流などによって小学校児童の中学校生活への

不安軽減が図られ，中１ギャップの解消に一

定の成果が見られました。また，不登校の状

況にある児童生徒への支援や，いじめ防止対

策を含む児童生徒指導についての情報共有な

どが行われ，小・中学校が連携した対応の充

実が図られました。 
 

 教職員の相互理解について  

  乗り入れ授業により，学習指導や児童生徒

の状況に係る相互理解が図られました。また，

「小中一貫の日」に実施した会議などにおい

て情報交換が計画的に実施されました。 
 

 

 

 地域の教育力の活用等について  

  各学校において，地域の教育力を生かした

教育活動が推進されました。また，小・中学生

の地域行事への参加により，社会性や地域へ

の愛着などが育まれました。 
 

 

参考：制度におけるこれまでの取組 

「９年間の系統性を生かしたカリキュラムの実施」 「小学校高学年の教科担任制」 

「小学校６年生の進学先中学校訪問」 「小・中学生の交流活動」 「『小中一貫の日』の設定」 

「地域学校園教職員研修」 「中学校教員の小学校への乗り入れ授業」 

「小学校教員の中学校への乗り入れ授業」 「地域の教育力を生かした教育活動」 

「魅力ある学校づくり地域協議会の連携」 「小中一貫教育推進主任の設置」 

 

一方，取組の状況や国・県の教育施策の動向を踏まえ，各教科等における４・３・２制によ

る指導計画の効果的な活用，不登校数の増加を踏まえた取組の充実，小・中学校教職員が参加

する授業研究の更なる推進，幼児教育施設と小学校の連携における本制度の枠組みの活用など

が現在の課題であり，検討の必要性があることが明らかになりました。 

 

検証結果を踏まえた制度の見直しについては，本冊子「第７章 計画の推進にあたって」の

Ｐ.９５～１００において示しています。 

同一児童生徒における小６時と中１時に「学校生活
に満足している」に肯定的に回答した割合 

87.8
88.9

83.9

87.4

82

84

86

88

90

H23-H24 H30-R1

小６ 中１

－3.9 

－1.5 

〔％〕 

91.1

100

65 68
60

70

80

90

100

小学校 中学校

本市

全国

「近隣等の小学校（中学校）と，教科の接続や教科に
関する共通の目標設定など，教育課程に関する共通の
取組を行った」（R1）に肯定的に回答した学校の割合 

26.1 32 

〔％〕 

「学校は，家庭，地域，企業等と連携・協力して，教
育活動や学校運営の充実を図っている」に肯定的に回
答した地域住民の割合 

88.6

96.2

85

90

95

100

H23 R1

〔％〕 

「全国学力・学習状況調査」（学校質問紙） 

「うつのみや学校マネジメントシステム」 

「学習と生活についてのアンケート」 
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学校の現状や児童生徒の実態を把握し，各学校におけるＰＤＣＡサイクルを円滑に実施する

ために行う，「学校マネジメントシステム」のアンケート調査において，令和元年度と令和３年

度の結果を比較すると，「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」における施策・事業の成

果が顕著に表れているものがあります。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

３ 学校マネジメントシステム アンケート調査から 

① 「児童生徒は，宇都宮の良さを知っ

ている」に肯定的回答をした児童生

徒，保護者の割合（％） 

〔％〕 

② 「児童生徒は，ＩＣＴ機器や図書等

を学習に活用している」に肯定的回答

をした児童生徒，保護者の割合（％） 

③ 「児童生徒は，『持続可能な社会』

について，関心をもっている」に肯定

的回答をした児童生徒の割合（％） 

④ 「教職員は，不登校を生まない学級

経営を行っている」に肯定的回答をし

た児童生徒，保護者の割合（％） 

〔％〕 

〔％〕 

〔％〕 


